
日本教育保健学会年報第 8 号 

 

巻頭言 

・唐津秀雄先生のめざしたもの 

山本万喜雄（愛媛大学教育学部） 

 

第Ⅰ部 総説 

・唐津秀雄関係事績 

数見隆生（宮城教育大学） 

・学校保健５０年 

唐津秀雄（愛媛大学） 

 

第Ⅱ部 原著 

・竹村一の「教育としての学校衛生」に関する検討－主張の背景、および教育と学校衛生との関係に

ついての考察－ 

高橋裕子（愛知教育大学） 

・学校看護婦から養護訓導への職制変更に至る背景に関する検討～６つの要因とその構造及び現代

的意義についての考察～ 

数見隆生（宮城教育大学） 

 

第Ⅲ部 論説 

・日本学校保健学会共同研究「学校健康教育の内容体系化に関する研究」を検討する 

藤田和也（一橋大学大学院社会学研究科） 

・中国の教育と不登校 

万暁雲（上海労働大学） 

・わが国の保健室の歴史的あゆみと教育機能に関する検討 

数見隆生（宮城教育大学） 

 

第Ⅳ部 報告 

・「教育保健（学）」概念プロジェクト報告－教育保健における実証的研究を一般化するために－ 

下村義夫（岡山大学教育学部） 

 

第Ⅴ部 資料 

・シンポジウム「養護教諭の仕事・保健室の機能の多様化と重点化をめぐって」ろ司会して 

藤田和也（一橋大学大学院社会学研究科） 

・課題討論Ⅰ養護教諭の"養護"とはなにか－司会を担当してのまとめ－今後の議論と展望 



野村和雄（愛知教育大学） 

・課題討論「自立・自己決定と健康教育のあり方」をふりかえる 

澤山信一（吉備国際大学） 

 

第Ⅵ部 書評 

・宍戸洲美編著：「養護教諭の役割と教育実践」 

 


